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はじめに

本セッションの内容・テーマ

サーバ・OS分野に続いて、
「ミドルウェア=JBoss移行 」
によるTCO削減案を
ご紹介いたします。

これにより、経営課題に対し
より投資が可能になります。

“IDC Japan、2009年の国内IT市場予測を下方修正前年比5.6％縮小へ”
IDC Japanは2009年の国内IT市場予測を前年比5.6％減に下方修正した。金融危機の影響などによるもので、2010年以降は成長に転ずるとみて
いる。IDC調査結果より 2009年7月31日

限られた予算下で、業務システムに戦略投資を行うためにITインフラは
出来る限りのコストセーブを行う必要がある。しかし、サービスが著しく低下するのは×

ミドルウェア

http://www.idcjapan.co.jp/Press/Current/20090730Apr.htmlより

企業の現状

経営課題

最後のセッションでは

フレームワーク
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 1.ミドルウェアとは？ JBossの位置づけ

 2.コスト削減への考え方
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ミドルウェアとは？ その位置付け
一般的なWebアプリケーションで使われる3階層システムを例にして

Webサーバ APサーバ データベースサーバ

アプリケーション基盤

(ミドルウェア
+データベース)

バックアップ

クラスタ

OS

HW

業務アプリケーション(フレームワーク/共通フレームワークを含む)

x-86Server

Redhat Enterprise Linux

JBoss EWS JBoss EAP MySQL

NetVault 

Oracle /

CLUSTERPRO

http://images.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.csti.ch/sites/default/files/logos/redhat-logo.png&imgrefurl=http://www.csti.ch/%3Fq%3Den/node/24&usg=__TwCysuhekJwY7N1hbIKcw-PuHqs=&h=240&w=800&sz=20&hl=ja&start=3&um=1&tbnid=oXPJ76J9kl5ZvM:&tbnh=43&tbnw=143&prev=/images%3Fq%3Dredhat%2Blogo%26hl%3Dja%26lr%3D%26rlz%3D1G1GGLQ_JAJP325%26um%3D1
http://www-jp.mysql.com/
http://images.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.alphacom.co.uk/assets/userfiles/Image/Alpha%2520Images/BakBone_COLOR_tag_logo_low.jpg&imgrefurl=http://www.alphacom.co.uk/products/backup/Bakbone_Netvault.php&usg=__AxW-YjVqvGBizUvzTswSh45LIlg=&h=91&w=341&sz=42&hl=ja&start=2&um=1&tbnid=wBtBhxyz7_9z0M:&tbnh=32&tbnw=120&prev=/images%3Fq%3Dnetvault%2Blogo%26hl%3Dja%26lr%3D%26rlz%3D1G1GGLQ_JAJP325%26um%3D1
http://images.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.topnews.in/files/Oracle-logo_0.jpg&imgrefurl=http://www.topnews.in/tree/News/Company%2BNews&usg=__hCap3MRxeaw3MdUAnwdImPjzo50=&h=80&w=170&sz=28&hl=ja&start=10&um=1&tbnid=W6RBU-ndUGuiQM:&tbnh=47&tbnw=99&prev=/images%3Fq%3Doracle%2Blogo%26hl%3Dja%26lr%3D%26rlz%3D1G1GGLQ_JAJP325%26um%3D1
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Webサーバ/アプリケーション・サーバとは

クライアント
(業務PC,PDA・
i-phone・携帯

等の端末ブラウザ)

リクエスト

スレッドの取得

レスポンスの送信

業務ロジック

Webサーバ/アプリケーション・サーバ

レスポンス

Webコンテナ

なぜ、アプリケーション・サーバが必要か？

Servlet・JSP

メインフレーム

DBサーバ
(スクラッチビルド)

基幹システム
/情報系システム
(SAP R/3など)

Webサーバ/アプリケーション・サーバの基本機能

※上記は比較的利用の多いWebコンテナの機能です。その他に複数のシステムやデータベースをまたがるトランザクションを行う時に利用される機能や
コンテナもあります。

代表的なWebサーバ・アプリケーション・サーバ

処理実行

スレッドプール

リクエストの受信

 開発工数と生産性が圧倒的に上がる。

 アプリケーションサーバなしではJavaEEのメリットを享受できない。

 企業システムに求められる異機種混在間で使用される開発言語Javaの実行環境。

 Webサーバ Apache/Microsoft IIS

 アプリケーションサーバ IBM Websphere/Oracle Weblogic/Redhat JBoss/Tomcat
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なぜ、Redhat JBossか？

JBossとは

Redhat JBossの良いところを3つ上げると

JBossとは

 ライセンス購入費がかからない。サポート費(サブスクリプション)のみのため、安価に導入が可能。

 Redhatによる製品サポートがあるため、商用環境での利用に必須のパッチ提供や仕様変更要求が提
供されている。

 商用製品ではIBMのWebSphere Application ServerやOracleのWebLogic Server に相当する機能・
性能を有している。

オープンソースコミュニティーの製品を

Red Hatが品質保証・テスト工程を踏み、

企業での利用に耐えうるレベルでリリース

をしている。

アプリケーション・サーバ中心にフレーム

ワークやSOA・ルールエンジン等を

JBossEnterpriseMiddleware“として

ブランド化した製品群のこと

 EJBコンテナを実装したJBossEAPの他にApache・Tomcatの商用サポート版(JBossEWS)がある。

 サブスクリプションの単位はCPUはソケットのみ。コアはカウントしない。

 アプリケーション・サーバ以外にもO/RマッピングのHibernateや開発フレームワークのSeamなどのサポー
トを受けることが出来るため、利用者にとっては他のアプリケーション・サーバにないメリットを得れる
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 1.ミドルウェアとは？ JBossの位置づけ

 2.コスト削減への考え方
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ミドルウェアのライセンス費用+サポート費比較
例1 1サーバの場合

Intel
Pentium 4(Quad)Core

1サーバ環境から
削減効果有り！

単位：円

1サーバの場合（標準価格にて試算） 単位:円

金額
他社商用AP Setver
Quad Core

JBos EAP
(Premium・24/365)

ライセンス 5,434,800 0
サポート1年間 1,195,656 1,318,000
サポート2年間（ﾄｰﾀﾙ3年） 2,391,312 2,636,000
サポート2年間（ﾄｰﾀﾙ5年） 2,391,312 2,636,000

合計 11,413,080 6,590,000
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ミドルウェアのライセンス費用/サポート費比較
例2 4サーバの場合

Intel
Pentium 4(Quad)Core

約3,900万円の
削減効果！！

単位：円

4サーバの場合（標準価格にて試算） 単位:円

金額
他社商用AP Server
Quad Core

JBos EAP
(Premium・24/365)

ライセンス 21,739,200 0
サポート1年間 4,782,624 1,318,000
サポート2年間（ﾄｰﾀﾙ3年） 9,565,248 2,636,000
サポート2年間（ﾄｰﾀﾙ5年） 9,565,248 2,636,000

合計 45,652,320 6,590,000
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ライセンス購買費+サポート費は下がりそう。
いざ、移行へと考えてみると・・・

 さぁ、早速、コスト低減のために移行にチャレンジしてみよう。

 ･･･でも、運用・維持管理しているアプリケーションを検証し直すとコストが・・。
データ移行も大丈夫か。手順書の差し替えもしなくては。

 そうなると、単純にコスト最適化に繋がらないのでは・・。

コスト 複雑性

効率性
出典：ガートナー ITデマンド調査室より

56.9%

55.0%

43.1%

25.8%

25.8%

25.4%

23.1%

22.4%

22.0%

0.8%

0% 40% 80%

運用管理コストの削減

運用管理作業負担の軽減

システム・コストの削減

運用管理要員の削減

システム設置スペースの縮小

可用性／信頼性の向上

保守契約の一元化

システム資産の効率的活用

TCOの削減

その他
n=527

そのため、実際には新規システム導入時・既存システムのバージョンアップ
時・更改時や中期計画検討時にJBoss移行を策定される企業が現在、増
えています。

⇒Solaris→Linuxへの環境移行時と併せて実施するとコスト最
適化が図れます。ご検討をいただく時期に差し掛かりました。

その通りです。
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システム要件

システム要件（非機能要件）とアプリケーション・サーバ

システム要件にあわせて、
アプリケーション・サーバの選定・移行を

企業活動への影響度
が殆どないシステム

企業活動への影響度
が限定されるシステム

企業活動への影響度
が極めて大きいシステム

アプリケーション
・サーバに求めら
れる要素
(３項目に絞ると)

JBossの
適用は？

基本的なアプリケーション・サーバの選定ポイント

価格

目安とする稼働率:99.99%～ 99.9999%  目安とする稼働率:98%～ 99.9%  目安とする稼働率:～ 98%  

• 拡張性/信頼性/可用性/保守性

• セッション管理機能

• トランザクション管理機能/高速処理機能

• データベース接続性/応答性機能

• セキュリティ機能

• システム開発期間の短縮化可能な 共通的なフレームワーク基盤の採用の有無

価格
高い安定性

/性能

人為的な
絶対保証

一定した
安定性/性能

パッケージ
との親和性

・実績

実績導入し
易さ

実績
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アプリケーション・サーバ移行に際しての流れ

2.事前設定 4.修正3.テスト

弊社では移行にあたってサービスメニューを用意しております。

1.調査

業務アプリケーション

フレームワーク/共通クラス

アプリケーション・サーバ/ＪＶＭ

JDBC(データベース)・他

階層毎の移行ポイント

開発時の設計情報
の確認

アプリケーション・
サーバ毎の固有機能
の依存度調査

JavaEE上位バージョ
ン利用への影響度
調査

アプリケーション・
サーバの設定ファイル
を事前に定義する

(移行先で業務アプリ
ケーションのデプロイ
を行うとエラーが出な
いようにするため)

移行先のアプリケー
ション・サーバに業務
アプリケーションの
デプロイを行い、テス
トを行う

基本的にはJavaEE

の基本仕様に沿って
いる箇所はエラーは
出にくい

エラー箇所について、
修正を行う。

基本的にはデプロイ
メント・ディスクリプタ
ーなどの機能やJava

EEコンテナの依存等
を注力して、修正を
行う。
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住商情報システムの取り組み
Redhat JBoss関連サービスのご紹介

 ユーザー教育
 開発プロジェクトご担当者様や運用担当者

様向けの教育を実施
 トラブルシューティングスキルの教育と体

制化支援
 OSSワンストップサービス

 OSやDB（MySQL等）との
ワンストップサービス・
サポートがご提供可能です。

弊社JBoss関連サービスのご提供

 アセスメント(調査)サービス

 アーキテクチャ設計・開発標準化
設計支援サービス
 リファレンス・アーキテクチャ設計
 サンプルコード提供/仕様決定

 構築・導入サービス
 導入実績をもとにした構築・導入
 他APサーバからのマイグレーション

住商情報システム レッドハット（日本）

Redhat

営業部門

住商情報専任

サポートエンジニ
ア（TAM）

Redhat

製品開発部門

Redhat

サポート部門
業務アプリケー
ション開発部門

レッドハット（米国）

サポート
エンジニア

プラットフォーム

構築・運用部門

ユーザ様
/開発者

製品サービス・
サポート窓口

Redhat社のテクニカル・エンジニア(TAM)

をSCS専任として契約済。
R&Dへの仕様要求を含む他にない迅速かつ高品質なサービスをご提供します。

ユーザ様
パートナ様

エスカレーション

プロフェッショナル
サービス

エンジニア
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お問い合わせ先

ご不明な点がございましたら、下記担当者まで是非お問い合わせください

〒104-6241 東京都中央区晴海1丁目8番12号晴海ｱｲﾗﾝﾄﾞ ﾄﾘﾄﾝｽｸｴｱ

住商情報システム株式会社

【JBossに関するお問合せ】

ITエンジニアリング事業部 ミドルウェアソリューション部 営業担当 奥

TEL：03-5166-1320 FAX：03-5859-3087

E-mail：jboss-sales@ml.scs.co.jp


